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サロン、デイサービス、小規模多機能型居宅介護施設、      
グループホーム、障害者就労支援施設、事業所、保育園、  
（分散型サービス付き高齢者向け住宅） 

[表3]戸建住宅で展開する用途例 

 

[図1]活用プロセスの基本構造 
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[図2]福祉的活用に対する自治体の支援状況 

拠点名称 いずみサロン ６丁目クラブ ケアサロンさくら H邸

用途 サロン 食堂、
配食サービス拠点 認知症デイサービス （サロン）

運営主体 NPO法人 住民団体 株式会社 （住民）
建物構造 木造2階建 木造2階建 木造2階建 木造3階建（増築）
開設年 2016年 2016年 2021年3月予定 計画途中で借り手が

見つかり中断(2020年)
ヒアリング実施日 2021年1月15日 2020年12月7日 2021年1月メール対応 議事録参照

[表2]ヒアリング調査実施概要 

 

[表1]個別性の高い工程の実態 

�

0% 20% 40% 60%

住民の活動拠点の整備費用補助
住民の活動拠点の運営費用補助

福祉事業者の施設整備費補助
金融機関による低利融資の斡旋
福祉事業者へ空家情報提供

空き家バンク等、空家情報の収集・発信
所有者から活用相談対応

空家・空き部屋を住宅確保要配慮者へ斡旋
都道府県の居住支援協議会へ参加
市町村単独の居住支援協議会設置

関係団体（まちづくり組織等）と連携
その他

住宅政策所管課 福祉政策所管課

意識醸成段階 活用計画段階 実施段階
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※()内数字は該当する事例数 

 

ニーズの
拾い上げ

 キーパーソンの力量
個人に対して相談(3)、まちづくり団体へ相談(2)、祖父のケアマネに相談(1)

マッチング  偶然の出会い
事業者が自力で探す(6)、知り合いが所有(3)、不動産屋(3)、運営者が所有(1)、自治体紹介事業(1)

持続的運営  建物状態・運営内容・地域特性等によって異なる
【課題】経済的余裕がない(4)、運営スタッフの不足(3)、建物形態に不満(3)、次の拠点がない(2)
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空家継続期間 回答者数 戻る 売りたい 貸したい 定期使用中 予定なし
1年目 4人/16人中 0 3 0 0 1
2年目 3人/7人中 0 2 1 0 0
9年以上 17人/24人中 4 1 3 9 5
全体 42人/85人中 5 17 8 13 9

[表5]空家所有者の意向（2016-2020年の調査いずれかに回答） 

  

[表4]空家の状態ランク 

 

[図3]福祉施設への転用条件フィルター 

 

※数字は軒数 

 

A（良い） 22
B（普通） 37
C（悪い） 24
CC（非常に悪い） 2
合計 85

※数字は人数 

 

スロープ設置可 駐車場あり 22軒
勾配 1/12 以下 , 幅 150cmを基準とし
建物のセットバックの距離から判断

フィルター１ フィルター２

利用者の送迎等で車使用

33軒

所有者意向 提案の方向性

定期使用 使用していない部屋を部分的に賃貸
→仏間や収納・思い入れのある部屋を残しながら活用

戻る予定 短期契約かつ住居としてのスペックを保ちながら活用

貸したい/売りたい （賃貸希望の場合、改修可能であれば）
福祉施設であれば一定の家賃収入も見込める

管理難しい 運営者が庭・建物の管理を請け負う
サロンであっても固定資産税相当の家賃収入は見込める

地域貢献に活用 所有者の意向を汲んだ活用計画
近隣への対応等、活用に向けて全面サポート

[表6]所有者意向別の提案の方向性 

 



ƙ

ƙ

�ƷǛǗǃǖǃǖƽǬƶǣǐƵê��ìǛǩǬĢ~ŔÛǂ

ŃǯǭǖǀǫƵõċǛVǅǖĢ~ǜĪćǰ}ÉǊǖƽǬƶ

Ģ~ǝĞĜÉŐfüǰúǐǌǧǜǨƵëŨēĪćĂ¡

ǜŀƽǧǜǜycǧĚŒǗǃǖǀǫƵ�ĲQĺ�ǘǊǖǝ

C2ƼǬǇǘǂ2ǁǓǐƶǊǁǊ}ƇǛõċQĺǚĢ~ǜ

«1ǝǣǑǗǃǖǀǪǍƵĆĂǜœƑǘǚǓǖƽǬƶƙ

«1ǉǭǚƽćČǜ�ǔǛƵ¥ÑĸǜĞĜēõċǛ

�ǌǬ÷ßēǚw>ǂƼǬǘķƿǬƶāǛĞĜÉŐǜǩƾ

ǚ�Þ�ǜƼǬǧǜǠǜŧċǝƵžÓsĬǨo�ǚ¾!

ǂ�ŇǚiTǂnǄƵ�×ēǛ��ǘǊǖǜŝśǨ6ċ

ǰķƿǖƽǬ¥ÑĸǛǘǓǖǝȊȠȈȚǂƗƽƶƽǁǛƵ

ǇǜȊȠȈȚǰ�ǆƵȖșȄȇǰ¸ěǊǚǂǪõċ·ŰǛV

ǅǐ¸ÜǰǗǃǬǁǂŻŇǛǚǬƶƙ

ÏĮēǚǻȠȚǘǊǖƵ¥ÑĸǂĢ~ǝdeǜŞĊǗ

ƼǬǘŒŖǊƵĻŤǜ�ċōĎǧţǣƿǚǂǪƵ�ċǊǚ

ƽƁǝdeǜ�ǜÍǪǊǜ½ƿǛǚǬǩƾǚõċǂǚǉǭ

ǬǇǘǂÒǣǊƽƶƙ

ƙ

ÔęġǗǝƵĞĜēõċǜ}ĆǛļǬǣǗǜȑțȀǾ

ǛėĔǌǬǇǘǗƵ#5�ǂƗǄ�7ǘǊǖÂǓǖƽǚƽ

�ğǰ«1ǊǐƶIķǛǚǬNǫįǤǧnǄƼǬ�ÈǗƵ

�Ŀ@ǊƉǄƵ%þǨǷȠȌȠȁȝǜ:ǛƐǓǖƽǬŸ

2ǂoǃƽǘƽƾǜǂĆĂǗƼǬƶƙ

ȑȘȄȇȏǶȠȕ�£ǰ.�ēǛķ�ǌǬǛƼǐǫƵ�

òRǗǝƺ¥ÑĸǠǜĠßēǲȑțȠȃƻǘƺŁƽ��ǜ

XǟũǤƻǂ��ǜÈV�ǘǊǖķƿǪǭǐƶdeǜā

�ǨĆĂǁǪƵĞĜēõċǛǀǅǬœƑǰňǔǅƵų3

ǚ¸ÜǰǌǬǇǘǂîǦǪǭǬƶƙ
 

( ) 2020 10  
NPO  1 -

 
NPO 2012  

  
 

 
[ 4] (2014)  

 
(2014)

 NPO
 

第
１
フ
ェ
ー
ズ

第
２
フ
ェ
ー
ズ

第
３
フ
ェ
ー
ズ

ニ
ー
ズ
の
す
く
い
上
げ

活
用
用
途
の
検
討

空
家
選
定
・
マ
ッ
チ
ン
グ

改
修
・
開
設
準
備

持
続
的
な
運
営

今
後
の
展
望

事業者（運営主体） 地域住民・利用者 空家所有者 現状・課題
住民や空家所有者の悩みを

一番近いところで拾い上げる

住民組織の存在

空家の状態からは

供給可能性は十分に考えられるが

活用可能な空家の抽出が

できていない

住民の地域愛着・自分たちで

地域を作っていく意識が高い

地域全体で高齢化が進行しており

運営スタッフ・ボランティアの　

今後に不安が残る

所有者意向ごとに

活用へのアプローチを変える

・一部残して部分的に賃貸

・短期間での活用

・家賃収入が得られるメリット…

空き家は地域の資産である
という認識を持つことが

望ましい

福祉施設の地域需要はわかるが

所有者個人としては

ハードルが高い

相談
福祉事業者

鎌倉市

大学

他団体とのパイプ

町内会・NPO 法人

情報共有

サロン ,活動拠点 ,こども食堂

デイサービス ,小規模多機能 ,保育園

グループホーム ,分散型サ高住

[ サロン系 ][ 高齢者福祉施設 ]

・わかりやすい立地

・家賃が低額

・スロープ設置可能

・駐車場の有無

・耐用性

・採算性ある契約年数

戸建住宅で可能

■住民へ説明会を実施

■住宅らしさを残した最低限の改修

■バリアフリー対応

【金銭面】

【人員】

【次拠点】

スタッフの高齢化

住民サポーター会費等

しばらく心配はないが

拠点候補はない

サテライト型小規模多機能

開設したい。物件探し中。

福祉事業者

      住民ニーズ

・在宅ケアサービス

・購買施設

・子育て支援

NPO 法人
毎年空家調査を実施

…空家数と状態チェック

活用可能な空家の抽出できてない

ボランティア参加

家具備品の寄付

開設準備金の寄付

住民サポーター

ボランティア

地域のための場所を
自分たちで作っていく意識

町内会・NPO 法人

町内会館の分室作りたい

・拠点の重要性実感

・前例ができたことで

 自信を持てた

契約：長期間 << 短期間

用途：福祉施設 << サロン

所有者の意識

ハードル低く挑戦しやすい

空家の実態

①福祉施設基準クリア：22 軒

②状態ランク C,CC：26 軒

　老朽化・耐震性能が不十分な

　可能性あり

③所有者意向

　戻る予定 /5 人

　売りたい /17 人

　貸したい /8 人

　定期使用 /13 人

　予定なし /9 人

活動を理解しており
適宜契約更新の余地あり

戻る予定、売りたい、貸したい

定期使用、予定なし…

地域のプラットフォーム

関係構築 相談窓口
住み続けるための在宅介護を

担う施設を必要としている

（まだない）

…課題点

いずみサロン
所有者

[図4]今泉台における福祉的活用の現状と課題 

 


